
子どもの選択肢を照らす

「みんなの岐（みち）ガイド」

【グループ１】

総合政策課 土屋           岐阜信用金庫 安田

経済政策課 岩船 岐阜大学 奥田

総務管理課 田島

～不登校の子どもたちや保護者が
自分の居場所を見つけられる環境づくりを目指して～



不登校児童生徒数が過去最多を更新

社会的背景

背景

①

【出典】（全国） 文部科学省「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」
（岐阜市）岐阜市教育委員会「岐阜市の教育」
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■：不登校児童生徒数（単位:人） ―：全体に対する割合（単位:％） 

全国 岐阜市

急激な
増加傾向

不登校児童生徒数と児童生徒数全体に対する割合の推移
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背景

②
学びの選択肢や子どもの居場所の多様化のニーズの高まり

社会的背景

学校の教室に通えなくなったあとに、

子どもの学び方・過ごし方を考える上で、必要だと思う支援情報は？

【出典】総務省「不登校・ひきこもりのこども支援に関するアンケート調査の結果（令和5年7月）」保護者へのアンケート結果

公的、民間関係なく

子どもたちが安心して過ごせる場所の情報

メリット・デメリットどちらも考え、

本人が決めていけるような情報

平成2９年 教育機会確保法の施行
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岐阜市の現状

現状

①
岐阜市における取り組み

校内フリースペース事業（学校安全支援課）

● 全中学校等に設置し、支援員配置

自立支援教室の整備（子ども・若者総合支援センター“エールぎふ”）

● 過ごし方を選択できる環境を整備

岐阜市立草潤中学校（学校安全支援課）

● 学びの多様化学校として運営

オンラインフリースペースみちる～む（学校安全支援課）

● メタバースを活用したオンライン上の居場所

03



岐阜市の現状

多様化する子どもの居場所現状

②

岐阜市には特色のある居場所があり、

さまざまな選択肢がある

居場所 特色の一例

市内フリー
スクールA

● 柔軟な通所スタイル
● 週２日は大自然の中で過ごす時間がある

市内フリー
スクールB

● スポーツや音楽活動などの
体験活動を中心とした主体的な学習

「岐阜市 学校・フリースクール等連携ガイドライン」の策定
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岐阜市の現状

居場所につながっていく子どもたち現状

③

しかし、依然として

居場所とつながることが難しい子どもがいると推測

校内
フリースペース

オンライン
フリースペース

民間
フリースクール

草潤中学校 自立支援教室

令和７年度の岐阜市内不登校児童生徒数 1,193人
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テーマの背景

岐阜市には特色ある居場所があり、

さまざまな選択肢がある

不登校に至る要因は多様で複合的であるため

一人ひとりが安心できる環境を

選択できることが重要
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理想状態と現状との比較

不登校の子どもやその保護者が

「安心できる居場所」を見つけることで、

社会から取り残されることのない状態

理想の状態

現在の状態

● 学校⇔フリースクール等の関係者間の連携・情報共有

● 居場所につながることが難しい子どもがいると推測
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学校・教員

フリースクール

岐阜市

情報共有

情報共有

Hあ

企業

業務委託

情報共有

選択肢を知る
ツールや機会
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施策のターゲット

保護者が情報を得やすい環境を作ることで、

子どもにあう選択を一緒に考えることができる

不登校の子どもの 保 護 者
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次の段階に向けた課題

課題

①

居場所が持つ魅力の可視化・一元化

課題

②

より直接的で継続した情報提供

課題

③

保護者が相談・比較・検討することの負担軽減
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課題を解決するために

岐阜市の不登校支援に関する情報発信を行う

公式LINEの作成

施策案

③
複数の市内フリースクール等が参加する

保護者向けの合同説明会

特徴や対象などを一目でチェックできる

居場所マップの作成

いろいろな選択肢を知りたいです！

フリースクールがどんな場所なのか直接話して確認したい！

施策案

②

継続して情報が得られるといいなぁ

施策案

①
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各施策の位置付け

● 多様な選択肢の提示

● 比較検討ができる仕組みづくり

施策案

①居場所マップ

● 直接相談できる環境を提供

● 保護者の不安感 減

施策案

③合同説明会

● 保護者の負担 減● ●

● 情報発信強化

施策案

②公式LINE
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課題を解決するために

地図表示

条件検索が
可能

WEBで
随時更新

特徴や対象などを一目でチェックできる

居場所マップの作成

施策案

①
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イベント
周知

支援情報の
発信

課題を解決するために

月２回程度
配信

岐阜市の不登校支援に関する情報発信を行う

公式LINEの作成

施策案

②
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課題を解決するために

複数の市内フリースクール等が参加する

保護者向けの合同説明会

施策案

③

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

保護者全体向け講演会合同説明会

保護者の悩みを
中心とした講演

複数施設の話を直接聞く

比較・検討できる
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予算

事業 費目 内容 事業費

マップ 委託料
WEBサイト設計・デザイン・
地図システム構築委託業務

約100万円

■ 初年度（令和9年度）

事業 費目 内容 事業費

マップ 委託料
WEBサイト保守・
運用管理委託業務

約50万円

公式LINE 使用料及び賃借料 LINE公式アカウント使用料
（15,000円/月×12カ月）

約18万円

合同説明会 報償費 講師報償費
（30,000円/回×2回）

約 6万円

合同説明会 使用料及び賃借料 会場借上料
（岐阜信用金庫 G’s Dream）

0円

■ 継続年度（令和10年度以降）
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3か年事業計画

■ 関係機関ヒアリング

■ 掲載・参加施設の
基準検討・決定・募集

■ 居場所マップ作成

■ 公式LINE作成

■ 合同説明会準備

令和9年度

■ 居場所マップ公開

■ 公式LINE公開

■ 合同説明会開催

令和10年度

■ 居場所マップ
アップデート

（条件検索項目の追加等）

■ 公式LINE
アップデート

（チャットボット機能等）

■ 合同説明会開催

令和11年度
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岐阜市の不登校児童生徒数 の減少

KPI評価

居場所マップ

施策案

①

公式LINE

施策案

②

合同説明会

施策案

③

サイト閲覧数
LINE

友だち登録者数

参加人数
参加施設・団体数

参加者アンケート結果

アウトプット

※

※ ただし、すでに居場所につながっている児童生徒は除く
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今後の展開

知る

STEP01
つながる 選べる岐

みち

情報が届く環境づくり

居場所につながる
仕組みづくり

子ども主体の選択へ

フリー
スクール

保護者学校

エール
ぎふ

岐阜市

STEP02 STEP03
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